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国税不服審判所

本部（霞が関）
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台
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特別寄稿
Ⅰ

は
じ
め
に

国
税
審
判
官
は
、
国
税
不
服

審
判
所
に
お
い
て
、
納
税
者
で

あ
る
審
査
請
求
人
か
ら
審
査
請

求
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
審

査
請
求
人
等
と
面
談
を
し
た
り
、

審
査
請
求
人
と
国
税
当
局
の
主

張
や
争
点
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、ま
た
、職
権
に
よ
る
調
査

を
行
う
な
ど
し
た
上
で
、
合
議

体
の
一
員
と
し
て
、
国
税
当
局

に
よ
り
な
さ
れ
た
処
分
を
取
り

消
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
す

る
職
務
を
行
う
。私
は
、平
成
24

年
7
月
か
ら
4
年
間
、
税
理
士

出
身
の
国
税
審
判
官
と
し
て
東

京
国
税
不
服
審
判
所
に
採
用
さ

れ
、
多
く
の
審
査
請
求
事
件
に

従
事
し
た
経
験
か
ら
、
本
稿
に

お
い
て
、
任
期
付
国
税
審
判
官

の
外
部
登
用
に
つ
い
て
、
そ
の

現
状
と
課
題
を
外
部
登
用
者
の

視
点
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

Ⅱ

国
税
不
服
審
判
所
と
任
期
付
国
税

審
判
官

1
�国
税
不
服
審
判
所

⑴
役
割
と
使
命

国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
処
分

（
具
体
的
に
は
、
税
務
署
長
や

国
税
局
長
な
ど
（
以
下
「
原
処

分
庁
」
と
い
う
。）
が
行
っ
た

更
正
・
決
定
や
差
押
え
な
ど
）

に
つ
い
て
、
審
査
請
求
人
と
原

処
分
庁
と
の
間
に
立
ち
公
正
な

立
場
で
審
査
請
求
事
件
を
調
査

・
審
理
し
て
裁
決
を
行
う
機
関

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
使
命

は
、
納
税
者
の
正
当
な
権
利
利

益
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、

税
務
行
政
の
適
正
な
運
営
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

⑵
組
織

国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税

庁
の
「
特
別
の
機
関
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
東
京

（
霞
が
関
）
に
あ
る
本
部
の
他

に
全
国
の
主
要
都
市
に
12
の
支

部
と
7
の
支
所
が
あ
る
。

国
税
審
判
官
に
採
用
さ
れ
た

場
合
に
は
、
こ
の
い
ず
れ
か
の

支
部
又
は
支
所
に
配
属
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
配
属
先
と
そ

の
人
数
は
、
採
用
年
度
に
よ
り

異
な
る
。
な
お
、
私
が
採
用
さ

れ
た
平
成
24
年
度
は
16
人
の
任

期
付
国
税
審
判
官
が
採
用
さ
れ

た
が
、
そ
の
配
属
先
は
、
仙
台

1
人
、
関
東
信
越
2
人
、
東
京

5
人
、
横
浜
1
人
、
金
沢
1
人
、

名
古
屋
1
人
、
大
阪
2
人
、
神

戸
1
人
、
岡
山
1
人
、
熊
本
1

人
で
あ
っ
た
。

2
�任
期
付
国
税
審
判
官
の
仕

事
・
役
割

⑴
調
査
・
審
理

任
期
付
国
税
審
判
官
の
職
務

は
、
プ
ロ
パ
ー
の
国
税
審
判
官

の
職
務
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ

り
、
そ
の
主
な
職
務
の
一
つ

が
、
審
査
請
求
事
件
の
調
査
・

審
理
で
あ
る
。

国
税
審
判
官
は
審
査
請
求
事

件
の
担
当
審
判
官
に
な
る
と
、

争
点
を
整
理
す
る
た
め
、
証
拠

書
類
等
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
に

関
す
る
質
問
、
検
査
、
帳
簿
書

類
の
提
出
の
要
求
な
ど
を
行

う
。
こ
れ
を「
調
査
」と
い
う
。

ま
た
、
争
点
を
中
心
と
し
て
、

事
実
関
係
、
法
律
関
係
を
明
確

に
し
、
検
討
し
て
い
く
作
業
を

行
う
。
こ
れ
を
「
審
理
」
と
い

う
。
争
点
に
つ
い
て
適
切
に
審

理
を
行
う
た
め
に
は
、
審
査
請

求
人
や
原
処
分
庁
か
ら
提
出
さ

れ
た
証
拠
書
類
等
の
み
で
は
事

実
の
解
明
に
不
十
分
な
場
合
も

あ
り
、
ま
た
、
審
査
請
求
人
や

原
処
分
庁
か
ら
提
出
さ
れ
た
証

拠
書
類
等
の
中
に
は
確
認
の
た

め
に
調
査
を
要
す
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
担
当
審
判
官
は
、
審

理
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き

は
職
権
で
調
査
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
任
期
付
国
税
審
判
官
の
役
割

審
査
請
求
に
係
る
調
査
・
審

理
は
、
担
当
審
判
官
及
び
2
人

の
参
加
審
判
官
で
構
成
す
る
合

議
体
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る

と
こ
ろ
、
3
人
の
う
ち
1
人
な

い
し
2
人
は
民
間
出
身
の
任
期

付
国
税
審
判
官
が
構
成
す
る
。

こ
の
合
議
体
が
調
査
・
審
理
を

尽
く
す
こ
と
で
、
国
税
不
服
審

判
所
は
、
よ
り
一
層
、
公
正
な

第
三
者
的
立
場
で
、
裁
決
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。複

雑
困
難
な
審
査
請
求
事
件

に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
高

度
な
専
門
的
知
識
や
豊
富
な
実

務
経
験
を
有
す
る
税
理
士
な
ど

の
民
間
専
門
家
が
任
期
付
国
税

審
判
官
と
し
て
、
期
待
さ
れ
る

役
割
は
大
き
い
。

3
�任
期
付
国
税
審
判
官
の
登

用
状
況

⑴
資
格

外
部
登
用
さ
れ
る
任
期
付
国

税
審
判
官
の
資
格
は
、
国
税
通

則
法
施
行
令
第
31
条
に
お
い

て
、
要
旨
、
弁
護
士
、
税
理
士
、

公
認
会
計
士
、
大
学
の
教
授
若

し
く
は
准
教
授
、
裁
判
官
又
は

検
察
官
の
職
に
あ
つ
た
経
歴
を

有
す
る
者
で
、
国
税
に
関
す
る

学
識
経
験
を
有
す
る
も
の
等
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵
外
部
登
用
者
の
登
用
状
況

平
成
22
年
度
以
降
、
毎
年
15

人
前
後
の
任
期
付
国
税
審
判
官

が
登
用
さ
れ
て
い
る
。な
お
、平

成
27
年
度
は
採
用
者
13
人
の
う

ち
税
理
士
は
3
人
、
平
成
28
年

度
は
採
用
者
17
人
の
う
ち
税
理

士
は
7
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
以
降
、
任
期
付
国

税
審
判
官
は
全
国
で
約
50
人
お

り
、
プ
ロ
パ
ー
の
国
税
審
判
官

と
の
人
数
は
、
ほ
ぼ
半
々
と
な

っ
て
い
る
。

Ⅲ
税
理
士
の
外
部
登
用
の
現
状
及
び
課
題

私
は
、
東
京
国
税
不
服
審
判

所
の
国
税
審
判
官
と
し
て
比
較

的
大
型
事
案
や
国
際
事
案
を
扱

う
部
に
配
属
さ
れ
、
法
人
又
は

個
人
の
審
査
請
求
人
か
ら
申
し

立
て
ら
れ
た
法
人
税
や
所
得

税
、
消
費
税
、
国
税
通
則
法
な

ど
の
国
税
に
基
づ
く
処
分
に
関

す
る
多
数
の
審
査
請
求
事
件
を

担
当
し
た
。
調
査
・
審
理
を
行

う
際
に
は
①
判
断
に
必
要
な
事

実
関
係
の
調
査
を
し
っ
か
り
行

い
、
適
正
な
結
論
を
導
き
出
す

た
め
に
ど
の
よ
う
な
法
令
解
釈

を
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
事

実
認
定
を
す
べ
き
か
審
理
を
尽

く
す
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
②

争
点
が
何
で
あ
る
の
か
を
見
極

め
、
そ
の
主
張
が
課
税
要
件
に

沿
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
き

は
、
課
税
要
件
に
沿
っ
た
主
張

に
整
理
し
、
よ
く
聞
く
こ
と
を

心
が
け
、
③
国
税
不
服
審
判
所

の
透
明
化
施
策
の
一
つ
で
あ
る

同
席
主
張
説
明
を
、
当
事
者
双

方
の
噛
み
合
っ
て
い
な
い
主
張

を
整
理
し
た
り
、
課
税
要
件
に

沿
っ
た
主
張
に
整
理
す
る
目
的

で
、
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

な
ど
を
意
識
し
て
職
務
に
従
事

し
た
。

税
理
士
法
上
、
報
酬
の
あ
る

公
職
に
就
く
場
合
は
、
税
理
士

業
務
と
の
兼
業
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
税
理
士
が

任
期
付
国
税
審
判
官
に
な
る
場

合
、
税
理
士
会
に
お
い
て
税
理

士
業
務
の
停
止
の
手
続
き
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
税
理
士
証
票

や
税
理
士
バ
ッ
ジ
、
門
標
を
税

理
士
会
に
い
っ
た
ん
返
還
し
、

任
期
満
了
後
に
再
度
、
業
務
再

開
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
再

交
付
さ
れ
る
。

東
京
税
理
士
会
で
は
、
国
税

審
判
官
の
任
官
中
の
税
理
士
会

費
が
免
除
さ
れ
る
の
で
、
税
理

士
会
を
退
会
す
る
こ
と
な
く
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。任

期
付
国
税
審
判
官
の
職
に

就
く
に
あ
た
り
、
所
属
税
理
士

の
場
合
、
勤
務
先
の
税
理
士
法

人
や
税
理
士
事
務
所
を
退
職

し
、
担
当
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
他
の
職
員
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
任
期
満

了
後
に
勤
務
先
の
税
理
士
法
人

に
戻
る
約
束
を
し
、
い
っ
た
ん

退
職
の
手
続
き
を
行
う
ケ
ー
ス

も
あ
れ
ば
、
戻
る
約
束
を
せ
ず

に
退
職
し
、
任
期
満
了
後
に
別

の
勤
務
先
に
勤
務
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

一
方
、
開
業
税
理
士
の
場
合

は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
理
解
を

得
て
、
信
頼
で
き
る
税
理
士
に

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
任
せ
ら
れ
る

な
ど
の
環
境
が
整
わ
な
い
と
、

任
期
付
国
税
審
判
官
の
職
に
就

く
こ
と
は
事
実
上
、
難
し
い
と

思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
、
自
身

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
信
頼
で
き

る
他
の
税
理
士
に
一
時
的
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
税

審
判
官
の
職
に
就
い
た
開
業
税

理
士
も
い
る
。

開
業
税
理
士
の
方
で
、
国
税

審
判
官
の
仕
事
へ
関
心
を
持

ち
、
応
募
し
た
い
が
、
顧
問
先

か
ら
3
年
間
も
離
れ
る
の
は
難

し
い
と
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
と

お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
問
題
が
考
慮
さ
れ
た
の

か
、
国
税
不
服
審
判
所
で
は
、

平
成
28
年
度
の
募
集
か
ら
、
任

期
付
国
税
審
判
官
の
任
用
期
間

が「
2
年
間
ま
た
は
3
年
間
」と

改
正
さ
れ
、
最
短
2
年
間
の
任

用
が
可
能
と
な
っ
た
。
2
年
間

で
あ
れ
ば
開
業
税
理
士
の
方
で

も
多
少
は
、
応
募
し
や
す
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
も
実
状
に
則
し
て
、
募

集
要
件
を
柔
軟
に
改
正
す
る
な

ど
、
開
業
税
理
士
で
も
応
募
し

や
す
い
環
境
の
整
備
が
期
待
さ

れ
る
。

Ⅳ

お
わ
り
に

国
税
不
服
審
判
所
に
お
け
る

任
期
付
国
税
審
判
官
の
外
部
登

用
に
つ
い
て
、
外
部
登
用
者
の

視
点
か
ら
私
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
私
と
し
て

は
、
国
税
審
判
官
と
し
て
の
仕

事
一
つ
一
つ
が
、
税
理
士
業
務

で
は
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
し
、

こ
の
経
験
は
、任
期
満
了
後
に

税
理
士
業
務
に
戻
っ
て
か
ら
も

役
立
っ
て
お
り
、
業
務
の
幅
も

広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
多
く
の
税
理
士
が
、

公
正
な
第
三
者
的
機
関
と
し
て

行
政
庁
と
し
て
の
最
終
判
断
を

示
す
国
税
不
服
審
判
所
に
お
い

て
、
任
期
付
国
税
審
判
官
と
し

て
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た

し
、
貢
献
・
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

国
税
不
服
審
判
所
に
お
け
る
任
期
付

国
税
審
判
官
の
外
部
登
用
に
つ
い
て

（国税不服審判所ホームページを基に筆者作成）

三浦 恵美
【麹町】

Ｈ28
96
17
7

49

Ｈ27
95
13
3

50

Ｈ26
74
14
3

50

Ｈ25
76
17
6

50

Ｈ24
101
16
3

44

Ｈ23
93
15
7

31

Ｈ22
51
13
4

18

Ｈ21
17
3
0

8

Ｈ20
17
1
1

5

Ｈ19
39
4
4

4

採用年度
応募者数
採用者数
うち税理士
新規採用後の
在籍者数

（単位：人）

【 5 】2017年〔平成29年〕3月1日〔水曜日〕 東 京 税 理 士 界 〔第三種郵便物認可〕 VolumeNo.722


